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教
祖
百
二
十
年
の
奉
祝
・
奉
迎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
東
地
区
教
会
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
　
長
　
玉
置
　
徳
衛

　
教
祖
百
二
十
年
の
お
年
柄
を

お
迎
え
し
、
お
年
柄
を
真
に
意

義
の
あ
る
年
に
さ
せ
て
い
た
だ

く
各
種
の
奉
祝
行
事
が
仕
え
ら

れ
ま
し
た
。

　
先
ず
、
あ
ら
た
め
て
、
教
祖

様
の
ご
生
涯
に
思
い
を
寄
せ
、

金
光
大
神
様
の
ご
信
心
を
求
め

現
す
こ
と
を
願
い
と
し
て
、
全

教
勢
を
揃
え
て
一
月
と
七
月
に

信
行
期
間
を
設
け
、
各
教
会
そ

れ
ぞ
れ
創
意
工
夫
を
し
た
取
組

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
六
月
二
十
二
日
に

は
、
教
区
、
教
会
連
合
会
に
よ

る
「
教
祖
百
二
十
年
奉
祝
北
海

道
集
会
」
が
札
幌
で
開
催
さ

れ
、
全
道
各
地
か
ら
三
百
名
近

い
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
は
、
九
月
中
旬
か
ら

同
月
末
に
か
け
て
「
教
祖
百
二

十
年
生
神
金
光
大
神
大
祭
告
知

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
」
が
、
各
教
会
の

理
解
の
も
と
北
海
道
放
送
よ
り

放
映
さ
れ
、
道
内
に
金
光
教
の

名
を
広
め
る
事
業
が
実
施
で
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
九
月
二
十
八
日
か

ら
十
月
十
二
日
ま
で
五
回
に
わ

た
っ
て
御
本
部
で
仕
え
ら
れ
た

「
教
祖
百
二
十
年
生
神
金
光
大

神
大
祭
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
こ

の
道
に
生
き
る
喜
び
を
も
っ
て

参
拝
さ
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま

す
。

　
本
部
広
前
で
の
教
祖
大
祭
に

参
拝
の
準
備
を
し
て
い
た
九
月

二
十
六
日
未
明
、
十
勝
沖
地
震

が
発
生
し
、
十
勝
東
部
方
面
を

中
心
に
大
き
な
被
害
を
受
け
、

今
も
強
い
余
震
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
交
通
寸
断
、

停
電
、
断
水
等
の
被
害
が
あ

り
、
一
時
は
予
定
ど
お
り
団
体

参
拝
が
で
き
る
の
か
案
じ
ら
れ

ま
し
た
が
、
迅
速
な
災
害
復
旧

の
お
か
げ
で
、
各
教
会
と
も
に

予
定
ど
お
り
団
体
参
拝
へ
出
発

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
道
東
地
区
各

教
会
の
「
教
祖
百
二
十
年
生
神

金
光
大
神
大
祭
」
が
仕
え
ら
れ

ま
す
。
教
会
連
合
会
の
願
い
と

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
交
流
し
、
喜

び
の
輪
を
拡
げ
ま
し
ょ
う
。

道東地区教会連合会ホームページ
のお知らせ

道東地区教会連合会のホームペー
ジが開設されました。道東光報
W E B版（交流パークゴルフ大会の
写真もあります）や各教会の紹介
ページがあります。
http://city.hokkai.or.jp/~mtamaki/DOTO/
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帯
広
教
会

帯
広
市
東
四
条
南
八
丁
目
四
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
―
二
三
―
六
八
三
五

網
走
市
北
四
条
西
一
丁
目
六
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
二
―
四
三
―
三
九
五
四

網
走
教
会

　
今
年
、
全
教
的
に
は
教
祖
様

の
百
二
十
年
祭
と
い
う
事
で
、

十
月
初
旬
に
は
ご
本
部
で
祭
典

が
営
ま
れ
、
当
教
会
に
お
い
て

は
七
月
に
布
教
八
十
年
祭
を
無

事
お
仕
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
真

に
有
り
難
く
、
連
合
会
の
各
教

会
あ
っ
て
の
、
教
区
が
あ
っ
て

の
、
教
団
が
あ
っ
て
の
こ
の
記

念
の
年
だ
と
改
め
て
思
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の

場
を
借
り
て
改
め
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
年
二
回
、
御
大
祭
ご
と
に
来

網
頂
い
て
い
た
江
田
教
会
の
親

先
生
も
、
こ
の
節
年
を
期
に
年

一
回
の
来
網
に
な
さ
る
と
の
こ

と
で
、
教
会
長
も
い
よ
い
よ
自

立
？
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う

で
す
。

　
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
も
今
年

九
月
何
と
か
開
催
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
品
物
集
め
や
広

報
、
内
容
的
な
マ
ン
ネ
リ
化
な

ど
い
ろ
い
ろ
と
課
題
も
あ
り
ま

す
が
、
信
徒
会
の
一
つ
の
大
き

な
活
動
、
ご
用
だ
と
思
っ
て
今

後
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
教
祖
百
二
十
年
と
い

う
お
年
柄
で
各
教
区
、
各
教
会

で
奉
祝
行
事
や
教
会
行
事
を
予

定
し
ま
し
た
。
教
区
で
は
六
月

教
祖
百
二
十
年
奉
祝
北
海
道
集

会
を
開
催
し
、
教
祖
百
二
十
年

告
知
テ
レ
ビ
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ
Ｍ
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。
教
会
で
は

教
区
の
活
動
に
参
加
す
る
と
共

に
「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ

り
」
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
十
月
一
日

に
は
本
部
団
体
参
拝
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
の
参
拝
者
は
九
名

北
見
市
寿
町
三
丁
目
五
番
一
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
七
―
二
四
―
七
四
七
四

北
見
教
会

　
一
年
前
か
ら
御
本
部
の
教
祖

百
二
十
年
大
祭
に
少
し
で
も
多

く
の
方
が
参
拝
を
と
願
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
色
々
の
都
合

が
あ
り
七
名
と
少
し
寂
し
い
人

数
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
無
理
か
と
思
っ
て

い
た
参
拝
後
の
観
光
は
、
釧
路

教
会
様
と
合
流
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
楽
し
い
観
光
が
で
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
北
見
教
会
の
御
本
部
参
拝
で

は
、
昔
か
ら
、
教
主
様
の
朝
の

の
参
拝
で
お
か
げ
を
蒙
り
ま
し

た
。
ま
た
、
一
日
参
拝
日
の
祭

典
前
に
十
勝
教
会
長
玉
置
徳
衛

先
生
が
「
大
き
な
信
心
を
さ
せ

て
頂
く
」
と
い
う
教
話
を
さ

れ
、
ま
た
帯
広
教
会
今
森
勉
さ

ん
が
緊
張
の
中
、
参
拝
者
代
表

玉
串
奉
奠
の
大
み
か
げ
を
蒙
り

ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
た
く
、

お
か
げ
を
頂
い
た
大
祭
で
あ
り

ま
し
た
。
丁
度
、
帯
広
、
十

勝
、
釧
路
、
北
見
教
会
と
も
一

日
参
拝
日
で
あ
り
ま
し
た
の

で
、
会
堂
前
で
全
員
の
記
念
撮

影
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
金
光
解
散
で
そ
れ

ぞ
れ
観
光
に
ま
い
り
ま
し
た
。

我
々
は
名
古
屋
よ
り
レ
ン
タ

カ
ー
を
借
り
、
初
代
教
会
長
が

修
行
さ
れ
ま
し
た
関
教
会
（
三

重
県
）
に
お
礼
参
拝
、
更
に
天

気
の
都
合
も
頂
き
、
思
い
出
残

る
伊
勢
・
志
摩
を
観
光
い
た
し

ま
し
た
。
今
回
は
レ
ン
タ
カ
ー

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
気
の
向

く
ま
ま
自
由
に
ゆ
っ
く
り
と
観

光
を
し
て
き
ま
し
た
。
美
味
し

い
料
理
、
雄
大
な
景
色
な
ど
満

喫
し
て
、
三
日
無
事
帰
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
ご
都
合
お
繰
り

合
わ
せ
を
頂
い
た
こ
と
、
そ
し

て
留
守
を
し
て
い
た
だ
い
た
教

会
長
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族

の
方
々
に
改
め
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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釧
路
市
宮
本
一
丁
目
五
番
二
二
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
四
―
四
一
―
一
三
六
一

釧
路
教
会

お
出
ま
し
を
迎
え
、
朝
の
御
祈

念
を
し
て
教
祖
奥
城
に
参
っ
て

宿
に
戻
る
と
い
う
こ
と
を
し
て

い
た
せ
い
か
、
二
人
の
先
輩

が
、
「
教
主
様
の
お
出
ま
し
を

お
迎
え
で
き
て
、
よ
か
っ
た
よ

か
っ
た
」
と
嬉
し
そ
う
に
話
さ

れ
て
い
た
の
が
目
に
浮
か
び
ま

す
。

　
こ
の
ご
ろ
は
、
参
拝
者
の
年

齢
が
段
々
と
進
み
、
中
に
は

「
思
う
よ
う
に
教
会
に
お
参
り

で
き
な
い
」
と
言
わ
れ
る
方
も

お
り
ま
す
。
教
会
長
先
生
は
、

日
々
皆
様
の
健
康
と
日
常
の
安

全
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
願
い
の
中
で
、
十
一
月
三
日

に
は
、
生
神
金
光
大
神
大
祭
が

仕
え
ら
れ
ま
す
。
多
く
の
ご
用

奉
仕
を
い
た
だ
き
、
親
神
様
に

喜
ば
れ
る
お
祭
り
が
で
き
る
こ

と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
御
本
部
の
教
祖
１
２
０
年
生

神
金
光
大
神
大
祭
参
拝
の
た
め

九
月
三
十
日
に
釧
路
を
出
発

し
、
倉
敷
の
ホ
テ
ル
に
着
く

と
、
函
館
教
会
と
十
勝
教
会
が

同
じ
ホ
テ
ル
に
同
宿
し
て
い
ま

し
た
。
翌
十
月
一
日
、
出
立
が

少
し
送
れ
た
た
め
予
定
し
て
い

た
金
光
行
き
の
列
車
に
乗
り
遅

れ
、
御
本
部
に
着
い
た
の
は
玉

置
徳
衛
先
生
の
教
話
が
始
ま
る

と
こ
ろ
で
し
た
。
祭
典
の
直
前

に
祭
場
へ
入
っ
た
の
で
す
が
、

祭
場
内
は
ま
だ
す
い
て
い
て
、

正
面
付
近
の
席
で
ゆ
っ
た
り
と

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
祭
典
後
に
は
、

会
堂
正
面
で
道
東
地
区
教
会
と

函
館
教
会
か
ら
参
拝
し
た
信
奉

者
全
員
で
記
念
撮
影
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
北
見
教
会
と
合
流

し
、
し
ま
な
み
街
道
を
通
り
耕

三
寺
を
見
学
し
て
い
る
と
、
十

勝
教
会
の
団
体
も
や
っ
て
き

て
、
旅
程
を
聞
く
と
我
々
の

コ
ー
ス
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、

伊
丹
空
港
で
も
十
勝
、
帯
広
教

会
の
団
体
と
一
緒
に
な
り
ま
し

た
。

　
帰
教
後
、
十
二
日
に
生
神
金

光
大
神
大
祭
と
な
り
ま
し
た

が
、
教
会
長
が
祭
典
時
間
を
間

違
え
る
ぐ
ら
い
、
慌
た
だ
し
い

日
程
の
う
ち
に
大
祭
を
仕
え
ま

し
た
。

今
後
の
予
定
▽
十
一
月
十
日
・

歴
代
教
会
長
例
年
祭
。
▽
十
二

月
三
十
一
日
・
越
年
祭
▽
平
成

十
六
年
一
月
一
日
・
元
日
祭
。

▽
平
成
十
六
年
も
原
則
と
し

て
、
十
日
、
二
十
一
日
に
月
例

祭
を
、
二
十
一
日
は
併
せ
て
月

例
霊
祭
を
奉
仕
し
ま
す
。

池
田
町
旭
町
一
丁
目
九
番
地
二
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
二
三
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
一
五
五
七
―
二
―
四
二
一
三

十
勝
教
会

　
九
月
二
十
六
日
未
明
に
起
き

た
十
勝
沖
地
震
で
は
、
多
く
の

方
が
被
災
さ
れ
、
お
見
舞
い
申

し
上
げ
ま
す
。
十
勝
教
会
も
、

ご
神
前
の
お
供
え
物
や
本
棚
等

滝
上
教
会

紋
別
郡
滝
上
町
元
町
士
別
通
り

が
倒
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た

が
、
幸
い
建
物
に
は
大
き
な
被

害
は
無
く
、
お
か
げ
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
地
震
直
後
か
ら
断

水
が
続
き
、
北
海
道
で
は
め
っ

た
に
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
こ

と
な
の
で
、
改
め
て
、
普
段
贅

沢
に
水
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
お
詫
び
と
お
礼

を
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
直
後
で
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
お
か
げ
を
い
た

だ
き
、
十
月
一
日
の
御
本
部
の

教
祖
大
祭
に
は
教
会
長
夫
妻
を

は
じ
め
十
四
名
の
方
々
が
教
会

を
代
表
し
て
参
拝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
十
一
月
十
六
日

に
は
十
勝
教
会
の
生
神
金
光
大

神
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
す
。

　
滝
上
は
秋
の
深
ま
り
が
早
い

た
め
、
九
月
二
十
八
日
、
教
祖

百
二
十
年
の
生
神
金
光
大
神
大

祭
と
併
せ
て
霊
祭
が
仕
え
ら
れ
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道
東
地
区
教
会
連
合
会
事
務
所
　
〒
〇
八
三
―
〇
〇
〇
一
　
中
川
郡
池
田
町
旭
町
一
―
九
―
二
一
　
金
光
教
十
勝
教
会

ま
し
た
。

　
九
月
二
十
六
日
に
十
勝
沖
地

震
で
釧
路
も
大
き
な
被
害
が
出

た
と
い
う
こ
と
で
、
滝
上
教
会

の
信
奉
者
の
方
々
が
大
変
心
配

し
て
く
だ
さ
り
、
「
自
分
た
ち

だ
け
で
御
祈
念
を
し
て
仕
え
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
も
い
い
で
す

よ
」
と
い
う
お
申
し
出
を
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
お
か
げ
を
い

た
だ
い
て
、
予
定
ど
お
り
兼
務

教
会
長
祭
主
の
も
と
祭
典
を
仕

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
年
々
参
拝
者
が
減
っ
て
い
く

中
で
、
あ
る
御
夫
妻
が
高
齢
、

療
養
な
ど
の
理
由
で
参
拝
で
き

な
い
で
い
ま
し
た
が
、
代
わ
っ

て
お
嫁
さ
ん
が
参
拝
さ
れ
た

り
、
嫁
い
で
家
を
出
て
い
た
娘

さ
ん
が
近
年
参
拝
し
て
く
れ
る

よ
う
に
な
り
、
一
同
感
激
し
な

が
ら
一
緒
に
祭
典
に
望
み
ま
し

た
。

第
三
回
道
東
地
区
教
会
連
合
会

　
　
　
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　
去
る
六
月
十
五
日
、
毎
年
恒
例
の
道
東

地
区
教
会
連
合
会
交
流
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大

会
が
、
阿
寒
町
丹
頂
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
当
番
教

会
は
釧
路
教
会
で
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
道
東
各
地

か
ら
集
っ
た
四
十
三
名
の
参
加
は
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
に
汗
を
流
し
、
懇
親
会
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　
な
お
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
主
な
結
果
は

左
記
の
通
り
で
し
た
。

教
会
部
門
優
勝
　
・
網
走
教
会

個
人
部
門
優
勝
　
・
三
浦
　
弘
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
柏
木
弘
子
さ
ん

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
・
松
井
正
夫
さ
ん

道
東
地
区
教
会
連
合
会
役
員
会

月
日
　
十
一
月
二
十
三
日
（
日
）

会
場
　
網
走
教
会

詳
細
は
後
日
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

道東地区各教会生神金光大神大祭日程

釧路教会 10月 12日 （日） 午前 11時 30分
北見教会 11月 9日 （月） 午前 11時 30分
十勝教会 11月 16日 （日） 午前 11時
帯広教会 11月 9日 （日） 午前 11時 30分
網走教会 10月 26日 （日） 午前 11時
滝上教会 10月 25日 （土） 午前 11時


